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〒２２７－００６５  横浜市 ⻘葉区 恩⽥町 ９８１
椿笑窯陶芸教室(ちんしょうがま とうげいきょうしつ)  鈴⽊ 陽⼦
⽉、⽕、⽊、⼟、１０時から
０８０－５４７０－３７０６  または   ０４５－９８１－４１３６
横浜線、⽥園都市線︓⻑津⽥駅、徒歩１５分
もしくは、こどもの国線︓恩⽥駅、徒歩７分
chinshogama@b03.itscom.net
別ページか開きます  こちらからも連絡、申込みができます
https://www.tokyolesson.com/detail/index.cfm?cl̲id=1066

   椿笑窯（チンショウガマ） 陶芸教室

鈴⽊ 陽⼦ 略歴
⼥⼦美術⼤学洋画科卒業後、アメリカ・シアトルで陶芸に出会い、帰国後、⼭⽥富⼠夫⽒に師事。
⻑津⽥地区センターで教室を結成かたわら、卒業⽣と共に、⾃宅を教室仕様に改築、神奈川県 横浜
市 ⻘葉区で陶芸教室を開いています。

椿笑窯(チンショウガマ) ・ 名称について

名前の由来
鈴⽊の先々代の忠⼀が、横浜椿同好会を主催しており⾃宅は椿でいっぱい。椿は、椿の⽊を広めよ
うと活動していていたので愛着がありました。笑うは、談笑しながら楽しく⽣きようという考えで
す。⾃らの住居を椿笑庵と名付け、⽼後、⼟をひねって楽しんでいたようです。

現在は
この椿笑の名称をそのまま引き継ぎ、陶芸教室を開催しております。窯は、以前は庵という字を
使っていましたが、陶芸と中⾝が合わないので、後⽇、窯に改称しました。通常、教室と⾔うと同
じものを全員で作成するという⽅式が浮かびますが、ここでは、当⼈がこれを作ってみよう、こん
なものはどうなるかな︖などと考えて、作品の形状などは⾃由に、おしゃべりも楽しみながら⼟い
じりをしております。

⼯房⼊⼝
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築３００年を越す⼊り⼝の門です

門から中へ⼊ると、⺟屋は随分年代を経た建物です

2 / 5



ろくろ

画像左︓
２５０型の電動ろくろが３台あります。
５０Ｈｚの時に、出⼒１４０Ｗ、回転数
０〜１９０ｒｐｍです。

画像下︓
作品の制作中。
⼿回しろくろを使った⼿ひねりで作陶される⽅も多
いです。

窯（かま）
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窯の全景、⾼さ、幅、奥⾏き、共に約２ｍ。内容量０．３⽴⽅ｍ。

扉を開けて、中を覗く。ここに作品がいっぱいになったら、⽕を⼊れます。
燃料︓プロパンガス、通常︓１２００〜１２５０度で使っています。
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談笑しながら製作中

何を作っているの︖むにゃむにゃ︕︕。なんて会話が聞こえそうです。

⼿回しろくろで、花瓶です。 装飾⽤の吊り下げる⼩物です。

⼿回しろくろで、花瓶です。 ろくろの削りの作業です。
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